
試験台の上に試験体を貼り付け300mmの
高さより鋼球を落下させ、その時の発生音
を受音装置にて測定します。
2,000～3,000Hzの範囲が聴覚の感度が
高いとされています。
鋼球サイズ：約３0ｍｍΦ　
試験台厚み：５．６ｍｍ　
押出成形セメント板50mm
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マンションの共用廊下や階段、バルコニーで発生する騒音は、居住者や近隣住宅の安眠を妨げるなど、建築主や管理組合にとっても頭の痛い問題
です。タキロンシーアイの床材は塩化ビニル樹脂を主原料とする軟らかい製品ですので、歩行時の足音などを吸収しやわらげる効果があります。

自社法

発音性

試験結果
※ 数値は測定値であり、保証値ではありません。
※ 試験結果は予告なく変更される場合があります。
外部試験機関にて測定
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① ② ③ ④

（dB）
平鋼板下地上での発音量

（オクターブ帯中心周波数2kHz）　

① 平鋼板のみ
② PRE（総厚2.5mm）
③ PRE＋ナイスレイ（総厚5.5mm）
④ プラスケアPGE（総厚3.5mm）
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① ② ③ ④ ⑤

（dB）
平鋼板下地上での発音量

（オクターブ帯中心周波数2kHz）　

① 平鋼板のみ
② RAステップ6W
③ タキステップ3W
④ タキステップ3W＋ナイスレイ
⑤ タキステップ3S
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① ② ③

（dB）
平鋼板下地上での発音量

（オクターブ帯中心周波数2kHz）　

① 押出成形セメント板のみ
② タキステップ3W
③ レッツステップSW
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（dB）
平鋼板下地での発音量

（オクターブ帯中心周波数2kHz）　
① 平鋼板のみ
② MX（総厚2.9mm）
③ MX＋ナイスレイ（総厚5.9mm）
④ プラスケアMJ（総厚5.0mm）
⑤ プラスケアCJ（総厚5.0mm）
⑥ プラスケアWJ（総厚5.0mm）
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① ② ③ ④ ⑤ ⑥

（dB） モルタル下地上での発音量
（オクターブ帯中心周波数2kHz）　

① モルタルのみ
② PRE（総厚2.5mm）
③ PRE＋ナイスレイ（総厚5.5mm）
④ プラスケアPGE（総厚3.5mm）
⑤ WB（総厚2.0mm）
⑥ WB＋ナイスレイ（総厚5.0mm）

70.9 63.8 59.6 66.4 56.5 61.3 
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